
（別紙３）

～ 2024年　10月　31日

（対象者数） 16 （回答者数）
14

～ 2024年　11月　28日

（対象者数） 8 （回答者数）
8

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・こどもたちがさらに興味を持って参加できるような活動内

容を考えていく。

2

・オンライン研修の動画視聴や研修への参加により、職員の

専門知識を広げている。

3

・夏の暑さ対策のため、今年度より大きな遮光テントを設置

した。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・暗い所には電気をつけ、明るくなるようにする。

・危険な箇所に保護カバーをつける。

2

・地域の情報収集を図り、地域との関わりを持てるように努

める。

3

・限られた活動時間で、固定化しないように職員全員で活動

を考える。

○事業所名 放課後等デイサービスひまわり島田駅前校

○保護者評価実施期間
2024年　10月　１日

○保護者評価有効回答数

2024年　11月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2024年　11月　28日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

活動時間が短い日の活動内容が固定化されてしまっている。 ・活動時間が短いため、行動範囲が限られてしまう。

・遠い学校は、迎えに時間がかかってしまう。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

校舎内はバリアフリーだが、玄関はバリアフリーになっていな

い。

・賃貸物件のため、改装ができない。

放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活

動する機会が少ない。

・地域のこどもの人数が少ない。

・地域の児童館が狭い。

・地域外の児童館の利用を断られたことがある。

職員の個々の得意なことを活かした支援を提供している。 ・得意なことを活かした集団活動を積極的におこなっている。

職員間のコミュニケーションが取れている。 ・昼礼やこどもたちを送った後、こどもたちの様子を情報共有

し、きめ細かな支援に繋げている。

校舎が広く、庭もあるためこどもたちが伸び伸びと過ごせてい

る。

・活動により、個室・広間等、部屋を使い分けている。

・庭に花や野菜を植えたり、夏場は大きなプールを設置したり

している。

事業所における自己評価総括表公表


